
　本年度の中学校教育課程研究大会では、砺波地
区中教研保健部会から、生徒の健康課題を焦点化
した体系的な指導計画を基にした「学校、家庭、
地域が連携・協働した取組」や「生徒が主体的に
考え、行動する指導内容・方法の工夫」等につい
ての報告がありました。印象に残ったことを紹介
します。
　１つ目は、養護教諭と学年主任や担任が、共通
理解を図ることの重要性を感じた「健康づくり
ノート」を通した実践です。生徒の健康に関する
課題を把握し、保健教育や各教科、委員会活動、
地域・家庭等との関連性を図式化したカリキュラ
ム・マネジメントシートを作成し、全校で活用さ
れていました。また、活動のねらいや記入上の留
意点について合意を図ることで、生徒は、実生活
を振り返りながら自身の問題点や改善点を具体的
に見い出し、心身の健康づくりを目指していまし
た。
　２つ目は、生徒の主体性を引き出すための多様
な活動が準備されていた実践です。生徒会保健委
員会が決めたテーマ「生活リズムの大切さ」など
について、給食時の校内放送を活用した啓発活
動、保健委員と養護教諭が連携し、一人一人の生
徒に適した指導を試みる活動、養護教諭と担任に
よる学級活動「今日の一日は未来につながる」な
ど、生徒一人一人が、健康課題を自分事として捉
えることができる活動となるよう配慮されていま
した。
　保健教育を効果的に進めるには、養護教諭を中
心としたマネジメントやコーディネートが、重要
であることは言うまでもありません。しかし、そ
れだけではなく、生徒が主体性を発揮する場をい
かに提供していくかも重要な鍵になると考えま
す。今回の実践のように、生徒が健康に関心をも
ち、生涯を通じて健康な生活を送る基礎を培うこ
とができるよう、保健教育の一層の推進が図られ
ることを心から祈念いたします。
� （西部教育事務所）

　令和元年12月に中国で発生した新型コロナウ
イルス感染症。当初は、遠く外国での出来事と他
人事のように思っていたのですが、瞬く間に世界
中に感染が拡大し、日本でも感染者が増えていき
ました。一斉休校、緊急事態宣言、学校再開、新
しい生活様式と状況は変化し、学校での感染予防
対策が求められました。今年度は、例年以上に慌
ただしさを感じる１年間でしたが、そのような中
でも、関係各位のご協力のもと、研究大会を無事
に終了することができましたことに、感謝申し上
げます。
　今年度の研究大会では、メディアコントロール
に関する実践から、カリキュラム・マネジメント
シートを活用し、R－PDCAサイクルを意識して
取り組んだことで、学校全体による健康教育が推
進された成果が発表されました。カリキュラム・
マネジメントの視点を生かした指導の効果を具体
的に考えることができ、とても有意義でした。
　学校全体による健康教育の効果について考えた
とき、新型コロナウイルス感染症予防が思い浮か
びました。生徒たちは、新型コロナウイルス感染
症について学び、予防意識を高め、マスクの着用、
手洗い、換気、ソーシャルディスタンス等の予防
対策を実践しています。学校全体で共通理解を図
り、家庭や地域とも連携して対策を実施したこと
で、生徒が新型コロナウイルス感染症予防を自分
事と捉え、実践につながっていると思います。
　新型コロナウイルス感染症は、まだ終息する兆
しはありません。終息後も、また違う感染症が流
行するかもしれません。今回の経験を生かし、生
涯にわたって、健康と安全を意識した行動を選択
して実践することができる力を育んでいけるよう
に、保健部会での学びを深め、健康教育を推進し
ていきたいと思います。
� （滑・早月中）
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第64回　研究大会報告
　10月14日（水） 滑川市立早月中学校において研
究大会が開催され、全地区から77名が参加した。
　研究主題「生涯にわたって主体的に心身の健康
づくりに取り組み、健康で安全な生活を営む能力
や実践的な態度を育てる健康教育はどのようにす
ればよいか」のもと、砺波地区の石崎妙子養護教
諭（庄川中）、田村数枝養護教諭（城端中）から、
メディアコントロールに関する取組を中心とした
実践発表があった。
〇発表内容と部会協議
　砺波地区では、組織を生かした指導やマネジメ
ント方法について継続的に研究を重ねてきた。本
研究ではそれらを踏まえつつ、「健康課題の焦点
化」「カリキュラム・マネジメントシートによる
体系的な指導の展開」「Ｒ-ＰＤＣＡサイクルによ
る指導や取組の改善」「様々な指導方法の工夫」
等から主題の解明に迫っている。

　健康づくり
ノートや教職員
への調査等から
生徒の課題を焦
点化し、カリ
キュラム・マネ

ジメントシートを作成・活用した体系的な取組は、
学校組織全体で健康教育を推進する上で有効だっ
た。また、生徒会保健委員会の取組においてＲ-
ＰＤＣＡサイクルを意識した指導・支援を行うこ
とは、生徒に主体性をもたせ、意識の高まりにつ
ながった。養護教諭の専門性を生かした資料や指
導の工夫は、組織としての活動を活性化させると
同時に、生徒の健康課題解決への実践意欲を高め
ることとなった。
　提案発表後の部会協議では、各自が事前に記入
した協議シートを基に９人グループで話し合い、
その後全体で協議内容を共有した。
　視点１「効果的に健康教育を推進するための工

夫」では、「カリキュラム・マネジメントシート」
の活用を中心に、マネジメントの在り方について
意見が交わされた。
　視点２「生徒の実践意欲を高める指導の工夫」
では、アクショ
ンプランを生徒
が決める実践例
や、自分の将来
像から現在の在
り方を考えさせ
る指導例について多くの意見が出され、参加者の
関心の高さがうかがわれた。
○指導講話
　森谷信久指導主事（西部教育事務所）からは、
砺波地区の実践について、健康教育を体系的に捉
え、学校組織全体で健康課題の解決に向けて連携・
協働していた点について評価していただいた。発
表を振り返り、「取組は全てカリキュラム・マネ
ジメントシートに基づきＲ-ＰＤＣＡサイクルを
意識して行われており、関係者がチームとなって
力を発揮していた。また、生徒会活動等で生徒の
主体性を発揮できる場を計画的に取り入れること
で、実践意欲を高めていた。資料提示や指導方法
には随所に養護教諭の専門性が生かされており、
効果的な健康教育を推進するための工夫、生徒の
実践意欲を高める指導の工夫について、大変参考
になる実践発表であった。」とのお話をいただい
た。そして今後の健康教育について、「養護教諭
一人で抱え込むのではなく、組織で取り組み、チー
ム力を発揮していってほしい。」との指導助言を
いただいた。
　カリキュラム・マネジメントの視点を生かした
指導についてより深く考えることができ、今後の
実践につながる有意義な大会となった。

� 谷口真由美（魚・西部中）
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部会協議内容
　部会協議では８つのグループに分かれ視点１、視点２に沿って協議を行いました。
　熱心に意見が交わされました。その一部を紹介します。

視点１�　効果的に健康教育を推進するための
工夫について

視点２�　生徒の実践意欲を高める指導の工夫
について

＜５グループ＞
・�個別指導の時間の活用や、内容の焦点化がすば
らしい。保健室来室記録の細かい箇所を活用し
たい。
・�学級活動で、ライフプランを導入に取り入れて
いることがとてもよい。他では、薬物や性の指
導で将来を考える展開を取り入れた例もある。
・各資料が細かく丁寧で、とても参考になる。
・�学校全体を巻き込むことが課題だが、生活ノー
トに組み込むなどの工夫ができるのではない
か。
＜６グループ＞
・�生徒が主体となったアクションプランや、生徒
会保健委員会のアンケートがすばらしい。
・�寝る前30分ノーメディアは生徒が小学校の時の
講演内容から考えており、小学校での知識が生
かされている。
・�個別指導は実施に難しい面もあるが、チェック
シートを活用
し、数値を見
ることで生徒
自身が自分の
課題に気付く
ことができた。
＜７グループ＞
・�アクションプランを生徒が作成するために、先
生方の事前準備や、取組の工夫がすばらしい。
・�個別指導では、すぐに指導できる準備があるこ
とや休み時間に実施できること等、学校の体制
がすばらしい。
＜８グループ＞
・�健康調査シートや放送原稿等、生徒の主体的な
活動の工夫や、細やかな仕掛けが多くあった。
・�養護教諭が情報や資料を与えることで、生徒の
考えや意見を引き出し、意識、意欲を高めるこ
とができる。
� 夏野由美子（射・小杉南中）

＜１グループ＞
・�全教職員に調査することで、生徒の実態を広い
視野から見ることができ、課題が焦点化されて
いた。
・�マネジメントすることで校内組織の活動が活発
化し、特に学校保健委員会で学校医やPTAも巻
き込んだ取組がすばらしい。
・�カリキュラ
ム・マネジメ
ントシートに
よって、計画
的、組織的に
取り組まれて
おり、一つの目標に向かって実践化されている。
＜２グループ＞
・�教師や生徒に対して説得力のある、多くの分か
りやすい資料が整っている。
・�調査結果をまとめ、説得力のある資料を学校保
健委員会で提示することで、学校医やPTAとの
連携につながり、広報誌の作成や全家庭への周
知等、組織が生かされている。
＜３グループ＞
・�健康づくりノートの記入方法が丁寧に示され、
学級指導やアンケートにつなげられている。
・�カリキュラム・マネジメントシートの作成に当
たり、１年間の振り返りの時期と合わせて調査
したことで、次年度の計画につながった。
＜４グループ＞
・�健康づくりノートのねらい等を教職員で共通理
解を図るための資料が参考になった。
・�来室カードについて、回覧の欄があり、生徒の
様子が他教職員に分かるのでよい。しかし、保
健室休養の生徒を調子が悪いのにもう一度教室
に行かせるのは、大変ではないかという意見も
あった。
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　富山市では、養護教諭が日頃感じている生徒の
健康課題についてアンケートをとり、「メディア」
と「心の健康」に焦点を当て、今年度から３年計
画で研究を始めました。
　ここでは、心の健康に関する実践を紹介します。
＜心の健康に関する情報の発信＞
　新型コロナウイルス感染症の流行により、学校
が休校となりました。感染症に対する不安や恐れ、
孤独を抱えている生徒が多いのではないかと考
え、　学校のホームページや保健便りを活用して、
心の健康に関する情報の発信を行いました。
＜自身の心身の健康状態を把握させる取組＞
　学校再開後は、生徒自身が自分の心の健康状態
を把握できるよう、保健室の来室者に食事内容や
睡眠の状態、体重の増減等について聞き取りや助
言を行いました。また、健康づくりノートを実施
し、昨年度の結果と比べて問題のみられた生徒に
ついて、職員間で共通理解を図りました。この他、
成長曲線・肥満度曲線のお知らせを全生徒に配布
し、急激な体重の増減がないかなどに注目して自
身の健康について考える機会としました。
＜SOSの出し方を身に付ける指導の実施＞
　不安や悩みがあるときは、それを一人で抱え込
まず、家族や友人、学校の先生等にSOS（助け）
を求められるようにするため、「困っているとき
に助けてと言える人になろう」というテーマで養
護教諭が保健指導を行いました。

　その後の教育相談では、自身の悩みを担任に話
す生徒がいつもより多かったです。
＜今後に向けて＞
　今後は、生徒が自分の心の不調に気付いたとき、
改善に必要な方法を身に付けられるような実践に
取り組みたいです。
� 小林　美里（富・山田中）

　本校は、全国平均に比べ、裸眼視力1.0未満の
生徒の割合が高く、メディアの使用時間が生活習
慣や学習成績に影響を及ぼしていることが問題と
なっています。そこで、生徒がメディアの適切な
利用について考え、時間を有効に使うことができ
るようになることをねらいとして、小中が連携し、
メディア利用の改善に取り組みました。
　中学校区に１つの小学校のみのため、小中が連
携することで家庭全体のメディアに対する意識を
高めたいと考えました。取組を始めた平成21年
度から３年間は連携していましたが、平成24年
度からは全く連携していない期間や一部の取組だ
けを連携して行う期間がありました。しかし、保
護者や教職員から、メディアについては学校だ
けでなく、家庭全体で取り組む必要があるため、
小中連携が効果的であるという意見が多く出ま
した。そのことから、平成30年度に「アウトメ
ディアチャレンジ週間」として、小中連携を再開
しました。年５回の実施時期や内容、カードの様
式を小中で統一しています。１回の取組期間は１
週間で、目当て（レベル）を設定し、結果をカー
ドに記入します。メディアをコントロールして時
間を有意義に使うことや自分の生活習慣にも着目
できるように、学
習時間と就寝時刻
の記入欄を設けま
した。さらに、学
校保健委員会でも
メディアを取り上
げ、平成30年度と令和元年度には全校生徒や保
護者も参加し、メディアとの関わり方について広
く知らせる機会をもつことができました。
　このように小中連携して取り組んだことで、９
年間を通して一貫した指導につながり、また、
年々、取組が充実したものとなっています。今後
も小中連携しながらアウトメディアの取組を継続
し、主体的にメディアをコントロールできる生徒
の育成に努めたいです。
� 福島　侑加（高・中田中）

心の健康に関する取組 小中連携して取り組むアウトメディア
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